
今回は、7 月 26 日（水）15 時～ 17
時に開催予定の『すぐに仕事で使える！！
統計超入門研修体験セミナー』で講師
を務めて頂きます、和から株式会社 副
社長兼経営責任者・綱島佑介さんにイ
ンタビューをさせて頂きました。

1. 現在のお仕事や活動について教えて
いただければと思います。

和から株式会社は、大人に数学を教え
るというテーマで、12 年前に創業しま
した。当時は周りの人に聞いて、大人
に数学を教えるビジネスがうまくいくと
いったひとが人もいなかったそうです
が、でも12 年も事業を継続させており
ます。

目的は、「数学で人を幸せにする」こと
であり、楽しい数学や役立つ数学、大
学で研究するような高度な数学から、
実務で使えるレベルの数学まで数学を
ベースに統計学やデータサイエンスな
ど色々な業務に派生させてやっている
会社です。

2．今回のプログラムを開発したきっかけを
教えていただけますでしょうか？

世間一般にある統計学の講座は難しすぎる
し、統計を広く多くの人に学んでほしいと思
い、このプログラムを開発しました。

もう少し簡単に統計を学べるようにし、日頃
数字にふれる機会の少ない一般的な社員の
方でも統計学を学べる超入口の講座を作り
たいと考えていました。

知り合いに数学のスーパーエリートがいて、
一時期その方に社員として働いてもらい、　
数式をほぼ使わないでできるデータサイエ
ンスコースを作りました。

そうすることで、日本で普及が進まない統計
をもっと身近なものにするために活動をして
います。実務で使える統計学はないかなと
思っていましたが、世の中になかった。ま
ずは数学なしでスタートし、ある段階になっ
たら数学を少し活用するプログラムになって
います。（裏面につづく）
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7/26　すぐに仕事で使える！！統計超入
門研修体験セミナー

本セミナーは、初心者向けにデータサイエンス
の根幹である「統計学」から全体像をつかみ、
ビジネスでどのように活かされているかを学びま
す。

詳細：https://qr.paps.jp/MlyiI

綱島さんにインタビューして感じたことは、こんなに人のために本気で動ける人がいるのだということを感じ
ました。本気で数学で人を幸せにしたいと思っているし、統計学やデータサイエンスをもっと社会に身近な
ものにしたい。強い危機感と使命感で仕事をされていると思いました。

講師インタビュー：誰もがデータを使いこなせる社会を作る人
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Aug,18,2023

8/18 ～能ある鷹は爪を出せ～
『誰も知らない帝王学』出版記念
セミナー

創業以来 52 年連続の黒字経営を果たし、日本
一の客室数を誇るホテルグループとして世界を
目指し躍進するアパグループの専務取締役であ
り、父・元谷外志雄が一代で築いた驚異の経営
手腕、成長戦略、そして人海戦術のすべを学ん
だ、帝王学がこの本にまとめられています。

本来、門外不出とされる帝王学だが、「元谷家
の帝王学」のみならず、元谷 拓氏のメンターと
なり、帝王学の一部を教えてくれた様々な一流
経営者からの「心の錬金術」も交えて公開され
たこの本のエッセンスをお話します。

詳細：https://qr.paps.jp/mg3Vh
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【コラム執筆】

人と人、人とコトの仲をつなぐ

仲津定宏
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8 月下旬に暗闇ゴハン研修の体験セミ
ナーを企画中です。近いうちに日程な
どを発表しますので、ご興味をお持ち
の方はぜひともご参加いただければと
思います。

組織の心理的安全性を創るための研修は、いま注目のテーマの 1 つで
す。今回のワークショップでいいのは、自分自身が面白いリーダーにな
るのが目的ではなく、面白がれる人、リーダーになるということです。

綱島さんは、本当に理論が立つだけでなく、相手のことをよく理解でき
る感性のところも素晴らしい方です。なかなかこういう方は少ないので
はないかと思います。だからこそ、理系でないとわかりにくいといわれ
ている統計学を文系の私でもわかるように教えることができるのだと思
います。

3．今回のプログラムを通じて解決したいこ
と、目指すことは何でしょうか？

中堅の人がデータサイエンスを理解して、
これから上になるであろう、30 代、40 代
の人たちにデータを扱い幅広い仕事、日常
的な業務に生かしてほしいと思っています。
　
日本のデータリテラシーの平均値を上げる
ということを目指しています。　

最先端技術が出ても、仕事に活かすことが
できない文化が日本にはあります。

そこが１つの課題だと思っています。

最先端の技術をどうデータを仕事にいかす
のか。簡単なものから知っておいたほうが
良いもを学んでもらう。

日本の統計カリキュラムの入り口の間口を
広げてゆきたい。

そこを目指しています。

4．今回のプログラムの特徴は何か？

数学などの前提条件はなくてもできる。そ
ういう知識がなくても、データ分析の基礎
が学べることが最大の特徴だと思います。

世の中に高度がデータ分析の講座があれ
ど、あくまでもある程度の数学の知識レベ
ルを前提にしているものが多い。

Excel ができないものは、機械学習とビッ
グデータの分析になります。

Excel の機能でも、回帰分析や推測分析ま
では行うことはできる。一般的には知られ
ていないが、そこまでできることを知ってお
くことは大事だと思います。

5．アントレ・ラボ通信の購読者へのメッセー
ジをお願い致します。

データサイエンスは日本で難しいイメージ
でとらえられていますが、日常的にできる
データ分析が出来たらよいと思っています。

知りたいことを知るためのデータサイエン
スを、皆さん、楽しんでやりましょう。

詳細： https://qr.paps.jp/MlyiI

お申込み：
http://www.entrelabo.co.jp/entry

体験セミナー実施報告 男女の活躍を阻むジェンダーバイアスの影響と 対策研修体験オンラインセミナー実施報告

先日、『男女の活躍を阻むジェンダーバイアスの影響と 対策研修体験オンラインセミナー』
のトライアル版を開催させて頂きました。

講師のパクさんの久しぶりの新コンテンツであり、これまでの女性を中心にしたジェンダーバ
イアスの視点から、男性における性的役割分業におけるジェンダーバイアスについても、様々
なリサーチ結果や事例をもとに講義をして頂きました。

ジェンダーバイアスの影響は男女のどちらにも影響しており、それを乗り越えていくためのヒ
ントと事例についてお話をしてもらいました。
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